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要  旨 
現在, 製造企業において企業ニーズ（納期の確実化, 低コスト化など）に柔軟に対
応するシステムを作ることが求められている. 生産計画を立て, その計画に沿って
生産を行っていても欠品や故障などの影響で生産が遅れ, さらにその遅れが後工程
全てに影響を与える状況が考えられる.  
不確定下では, ある期間の成果や効率はその期間だけではなく, それ以前に発生
したリスクに左右される状況は多く考えられる. 通常, ある工程（期間）が納期（制
約）を満足するかどうかは前工程（前の期間）に依存する.  
過去に行われた研究では, このようにリスクが過去の状況に依存し, そして複数
の期間にわたり反復的にリスクが発生する状況を想定し, その場合の期待リスク最
小化について議論された.この問題を, 各期間において, 例えば目標時間が存在する
加工時間, すなわち制約された対象が存在し, それらが多期間にわたり反復的に発
生する問題と捉え, この種のリスク最小化問題を多期間制約サイクル問題と呼んで
いる． 
多期間制約サイクルモデルにおいては, 個々の単一期間の間に独立性または従属
性が存在するかによって分類することができる．従属期間問題については、多期間ラ
インを考えた場合には従属の計画期間の終端という終端条件があるかないかでさら
に分類される. 本研究では, 終端条件のない場合を扱っている.  
過去の研究では，切り換える時点を基準工程（基準工程切換モデル）に着目したモ
デルにおいて加工時間分布が指数分布のときの解析を行っていた．また，目標時間内
で発生する加工コストと目標時間外で発生する加工コストを同時に考えていた .そし
て,納期を越えて加工が行われている場合の加工コストも納期までに発生する加工コ
ストと同時に求めることのできる数式の提案をしていた.   
本論文では，切り換える時点を基準工程（基準工程切換モデル）に着目したモデル
において加工時間分布がアーラン分布のときの解析を行っている．また，各工程のみ
に着目ではなく，フェーズ数として各工程を細分され，工程の分布時間を変えること
が考えている.また,納期を越えて加工が行われている場合の納期遅れペナルティコ
ストも納期より早く終了した時遊休ペナルティコストと同時に求めることができ，コ
スト数式を提案している. 数値実験ではアーラン分布のときで行い , 最適切換時点
を考察している . 
 
